
第 84号 ねりまの文化財 平成 24年 (2012)1月

１
月

２６
日
は
「文
化
財
防
火
デ
ー
」
で
す
。

毎
年
こ
の
日
を
中
心
に
文
化
財
を
火
災
な
ど

の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
全
国
各
地
で
防
火

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

昭
和

２４
年
１
月

２６
日
、
現
存
す
る
世
界

最
古
の
木
造
建
築
物
で
あ
る
法
隆
寺

（奈
良

県
生
駒
郡
斑
鳩
町
）
の
金
堂
で
の
失
火
に
よ

り
、
千
三
百
年
の
歴
史
を
持

っ
た
自
鳳
時
代

（７
世
紀
半
ば
～
８
世
紀
初
め
）
の
壁
画
の

大
半
が
焼
損
し
ま
し
た
。
ま
た
翌
年
に
は
、

金
閣
寺

（京
都
市
北
区
）
が
、
放
火
に
よ
り

焼
失
す
る
な
ど
、
貴
重
な
文
化
財
の
焼
損
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
消
防
庁
と
文
化

庁
は
、
文
化
財
を
火
災
や
震
災
な
ど
か
ら
守

る
と
と
も
に
、
文
化
財
愛
護
思
想
の
普
及

・

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
法
隆
寺

金
堂
壁
画
が
罹
災
し
た
１
月

２６
日
を

「文
化

財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。

文
化
財
は
、
先
人
た
ち
が
永
年
に
わ
た
っ

て
大
切
に
守
り
伝
え
て
き
た
、
か
け
が
え
の

な
い
財
産
で
す
。

練
馬
区
で
も
、
火
災
に
備
え
、
練
馬
、
光

が
丘
、
石
神
井
の
各
消
防
署
と
地
域
の
防
災

組
織
と
連
携
し
た
防
火
訓
練
を
各
管
内
の
寺

社
で
行
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
自
由
に
見
学
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
日
時

・
場
所

０
１
月

２４
日

（火
）
午
前
９
時

３０
分
か
ら

・
光
伝
寺

（氷
川
台
３
１
２４
）

練
馬
消
防
署

０
１
月

２４
日

（火
）
午
前

ｌｏ
時
か
ら

・
三
宝
寺

（石
神
井
台
１
１
１５
）

石
神
井
消
防
署

０
１
月

２５
日

（水
）
午
前

１０
時
か
ら

・
春
日
神
社

（春
日
町
３
１
２
）

練
馬
消
防
署

０
１
月

２６
日

（木
）
午
前
９
時

３０
分
か
ら

・
南
蔵
院

（中
村
１
‐
１５
）

練
馬
消
防
署

０
１
月

２７
日

（金
）
午
前

１０
時
か
ら

・
土
支
田
人
幡
宮

（土
支
田
４
１
２８
）

光
が
丘
消
防
署

【問
合
せ
】

文
化
財
係

愛染院 昨年の放水訓練 南蔵院 昨年の文化財搬出訓練

練 馬 区

教育委員会事務局

生 涯 学 習 課

(文 化 財 係 )

〒176-8501

練馬区豊玉北6-12-1

■L03(5984)2442

小
野
蘭
山
は
、
江
戸
時
代
中

・
後
期
の
本

草
学
者
で
す
。
東
京
都
指
定
有
形
文
化
財
お

よ
び
練
馬
区
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
る

「小

野
蘭
山
墓
及
び
墓
誌
」
は
、
迎
接
院

（練
馬

４
丁
目
）
の
墓
地
内
に
あ
り
ま
し
た
が
、
風

雨
等
か
ら
の
劣
化
を
防
ぐ
た
め
、
墓
誌
２
基

に
つ
い
て
は
、
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化

館
で
預
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

墓
誌
は
、
平
成

１７
年
に
墓
石
の
移
転
に
伴

う
調
査
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
納
骨

ふ
た

施

設

の

蓋

と

し

て

使

用

さ

れ

て

い

ま

し

た

。

い
　
ず

い
し

伊
豆
石

（神
奈
川
県
の
湯
河
原
町

。
真
鶴
町

き

せ

き

か
ら
産
す
る
輝
石
安
山
岩
）
を
用
い
て
お
り
、

陰
刻
さ
れ
る
銘
は
、
採
薬
旅
行
等
に
も
随
行

い

お

か

れ

つ

し
た
弟
子
の
井
岡
冽
の
撰

・
書
に
よ
る
も
の

で
、
「蘭
山
小
野
先
生
墓
誌
銘
」
と
し
て
蘭
山

の
事
績
を
記
し
て
い
ま
す
。

小野蘭山墓誌
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登
録
黒
形
夫
化
財

「含
島
制
作
」
を
紹
介
し
ま
す

練
馬
区
登
録
無
形
文
化
財

「絵
馬
制
作
」

の
保
持
者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
平
田
郡

司
さ
ん
に
絵
馬
の
制
作
に
つ
い
て
伺
い
ま
し

た
。
平
田
さ
ん
が
絵
馬
を
作
り
始
め
た
き

っ

か
け
は
、
絵
馬
を
制
作
し
て
い
た
伯
父
に
後

継
者
が
い
な
か

っ
た
た
め
、
な
ん
と
な
く
中

学
生
の
頃
か
ら
始
め
た
そ
う
で
す
。

平
田
さ
ん
が
制
作
す
る
絵
馬
は
、
荒
神
棚

（台
所
の
か
ま
ど
の
上
に
設
け
て
、
荒
神
を

祀
る
棚
）
に
供
え
る
絵
馬
と
、
初
午

祭

（
２

月
最
初
の
午
の
日
に
各
地
の
稲
荷
神
社
で
行

な
わ
れ
る
祭
礼
）
に
お
い
て
奉
納
す
る
絵
馬

の
二
種
類
あ
り
ま
す
。
荒
神
の
絵
馬
は
９
月

中
旬
か
ら
作
り
始
め
、　

１０
月
の
晦
日
と

１１

月
の
晦
日
に
荒
神
棚
に
供
え
、
初
午
の
絵
馬

は
年
明
け
の
１
月
か
ら
作
り
始
め
ま
す
。

絵
馬
の
注
文
は
、
特
定
の
個
人
や
神
社
が

多
く
、
昔
は
年
に
五
千
枚
ほ
ど
制
作
し
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
、
荒
神
絵
馬
は
八
百
枚
、

初
午
の
絵
馬
は
千
枚
ほ
ど
に
枚
数
が
減

っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
絵
馬
を
描
く
板
は
、

縦

１ｌ

ｃｍ
×
横

１５

ｃｍ
の
経
木

（杉

・
ひ
の
き

な
ど
の
木
材
を
薄
く
削

っ
た
も
の
で
菓
子

・

包
装
な
ど
に
使
用
）
と
縦

１５

ｍ
×
横

‐８

ｃｍ

の
べ
ニ
ヤ
板
の
２
種
類
を
使
い
ま
す
。

図
柄
は
鶏
、
馬
、
狐
、
蛇
な
ど
で
、
図
柄

や
使
う
色
に
よ
り
和
紙
に
柿
渋
を
塗

つ
て
丈

夫
に
し
た
型
紙
を
数
枚
用
意
し
ま
す
。

最
初
に
土
台
と
な
る
色
を
刷
毛
で
型
紙
の

上
か
ら
塗

っ
て
い
き
ま
す
。
塗
料
は
、
看
板

描
き
に
使
用
さ
れ
る
耐
水
性
と
定
着
性
の
あ

る
ア
ク
リ
ル
樹
脂
性
の
屋
外
塗
料
と
墨
を
使

用
し
ま
す
。
土
台
の
色
が
乾
燥
す
る
ま
で
半

日
ほ
ど
待
ち
、
乾
燥
し
た
ら
次
の
色
を
塗

つ

て
い
き
ま
す
。
同
じ
絵
馬
を
多
量
に
制
作
す

る
時
は
、　
一
色
ず

つ
時
間
を
置
い
て
描
き
ま

す
。
鶏
の
羽
、
目
や
ひ
げ
な
ど
の
細
か
な
部

分
は
、
面
相
筆
を
使

っ
て

一
枚

一
枚
描
く
た

め
、
表
情
が
す
べ
て
違

っ
て
い
ま
す
。
細
か

な
部
分
を
描
く

コ
ツ
は
、
躊

躇

せ
ず

一
気
に

描
く
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
絵
柄
が
完
成
す
る

と
最
後
に
枠
を
作
り
ま
す
。
割
り
箸
を
半
分

に
折

っ
て
屋
根
に
当
た
る
部
分
を
作
り
、
次

に
残
り
の
部
分
を
絵
馬
に
合
わ
せ
て
接
着
剤

で
貼
り
つ
け
、
色
を
塗

っ
て
余
分
な
部
分
を

切
り
落
と
せ
ば
、
完
成
と
な
り
ま
す
。

絵
馬
の
制
作
は
、
本
業

（提
灯
、
看
板
作

り
）
の
合
間
に
行

つ
て
い
る
た
め
、
完
成
す

る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
そ
う
で
す
。
平
田

さ
ん
が
描
く
絵
馬
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
温
も
り

が
感
じ
ら
れ
、
毎
年
、
絵
馬
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
方
が
多
く
、
制
作
時
期
に
な
る
と
催

促
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

「絵馬Jのいろいろ

和紙の型紙 (鶏 )

型紙を使つて色を入れる

害Jり 箸で枠 を作 る 面相筆で蛇 に柄 を描 く
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寺
院
・神
社
の
文
化
財
を
調
査
し
ま
し
た

練
馬
区
で
は
、
昭
和

５８

・
５９
年
度
に
区

内
に
あ
る
有
形

。
無
形
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

財
を

一
斉
に
調
査
し
、
文
化
財
総
合
調
査
台

帳
を
作
成
し
ま
し
た
。
約

３０
年
を
経
て
、
昨

年
９
月
～

Ｈ
月
に
区
内

の
寺
院

２４
か
寺

・

神
社

３４
社

の
文
化
財
の
現
況
を
把
握
す
る

た
め
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
対
象
は
、
江
戸
時
代
以
前
の

有
形
文
化
財
を
中
心
と
し
ま
し
た
が
、
多
く

の
寺
院

・
神
社
で
昭
和

５８

・
５９
年
度
の
調

査
時
で
は
把
握
で
き
な
か
つ
た
文
化
財
を
新

た
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
本
覚
寺

（旭
町
１
‐
２６
）
所

有
の
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。
江
戸
時
代
末

期
に
本
覚
寺

へ
寄
附
し
た
人
名
を
書
き
あ
げ

た
帳
簿
２
冊
が
今
回
確
認
で
き
ま
し
た
。
帳

簿
に
よ
る
と
、
文
化
初
年

（
一
人
〇
四
）
頃

に
火
災
で
焼
失
し
た
本
尊
や
諸
堂
を
再
興
す

る
た
め
に
、
安
政
３
年

（
一
人
五
六
）
か
ら

明
治
２
年

（
一
人
六
九
）
に
か
け
て
金
銭
が

寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

寄
附
者
に
は
、
地
元
の
土
支
田
だ
け
で
な

く
、
下
練
馬
や
板
橋
を
は
じ
め
、
本
覚
寺
の

本
寺
法
明
寺

（豊
島
区
南
池
袋
３
１
１８
）
が

あ
る
雑
司
ヶ
谷
や
周
辺
の
巣
鳴

・
池
袋
な
ど

の
村

々
の
人
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
調
査
し
た
文
化
財
の
う
ち
、
賽
銭
箱
、

盤
子
、
み
く
じ
箱
、
柄
鏡
、
お
札

。
お
守
り

類
の
版
木
な
ど
が
安
政
４
年
か
ら
万
延
元
年

（
一
人
六
〇
）
ま
で
の
間
に
制
作

・
寄
進
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

本
覚
寺
再
建
の
時
期
に
、
仏
具

・
道
具
類
も

一
新
さ
れ
、
少
し
ず

つ
取
り
揃
え
ら
れ
て
い

つ
た
の
で
し
よ
う
。

今
回
の
文
化
財
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
少
し
ず

つ
、
所
有
者
の
同
意
を
得
て

紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。

昨
年

Ｈ
月
末
か
ら

１２
月
初
め
ま
で

一
週

間
ほ
ど
か
け
て
、
廣
徳
寺

（桜
台
６
１
２０
）

に
お
い
て
書
画
の
掛
け
軸
な
ど
の
虫
干
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

虫
千
し
と
は
、
虫
払
い
と
も
呼
び
、
カ
ビ

や
虫
食
い
な
ど
を
防
ぐ
た
め
に
、
書
籍

・
絵

画
、
衣
類
、
調
度
品
な
ど
に
風
を
通
し
た
り

陰
干
し
を
行
う
こ
と
で
す
。

日
本
で
は
、
古
く
は
奈
良
の
正
倉
院
を
は

じ
め
、
そ
の
他
の
寺
院
・神
社
だ
け
で
な
く
、

一
般
の
家
庭
で
も
よ
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
夏

の
土
用
の
頃
に
行
う
土
用
干
し
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
秋
干
し
や
寒
干
し
な
ど
も
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
博
物
館
や
図
書
館
等
の
多
く
で
は
、

薬
剤
等
を
用
い
た
燻
蒸
に
よ
り
殺
虫

・
殺
菌

を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
薬
剤

の
有
害
性
な
ど
の
課
題
も
あ
る
た
め
、
昔
な

が
ら
の
虫
千
し
は
、
人
体
や
環
境
に
や
さ
し

い
保
存
手
段
の

一
つ
と
も
い
え
ま
す
。

廣
徳
寺
の
虫
干
し
は
、
以
前
は
毎
年
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
数
年
ぶ
り
と
の

こ
と
で
す
。

廣
徳
寺
に
は
、
区
の
登
録
有
形
文
化
財
５

点

（
「紙
本
着
色
以
天
宗
清
像
」
。
「絹
本
着
色

明
曳
宗
普
像
」
。
「紙
本
墨
画
淡
彩
希
雙
宗
年

像
」
。
「
明
曳
宗
普

の
墨
跡
」
。
「絹
本
着
色

釈
迦
十
六
善
神
像
」
、
い
ず
れ
も
非
公
開
）
を

は
じ
め
、
数
多
く
の
書
画
類
が
所
蔵
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
回
は
そ
の
う
ち
約
二
百
点
近

く
が
廊
下
や
座
敷
の
壁
な
ど
に

一
斉
に
掛
け

ら
れ
ま
し
た
。

版木 と帳簿安政 4年 に寄進された賽銭箱

廣
徳
寺
で
虫
干
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
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一
度
の
鶴
の
舞

宇銅
鞣
仁
謡
輯
鼈
轟レ
輻
靱
餃
會
笙

今
年
４
月
の
第
二
日
曜
は
、
氷
川
神
社
（氷

川
台
４
１
４７
）
の
春
祭
で
、
三
年
に

一
度
の

み

こ

し

と

ぎ

よ

「神
輿
渡
御
行
列
」
が
催
さ
れ
ま
す
。
神
社

か
ら
神
輿
を
か

つ
い
だ
行
列
が
、
神
社
発
祥

の
地
と
さ
れ
る
お
浜
井
戸

（桜
台
６
１
３２
）

ま
で
歩
き
ま
す
。
神
興
が
発
祥
地

へ
遷
る
こ

と
か
ら

「お
里
帰
り
」
と
も
称
さ
れ
て
い
ま

す
。行

列
の
途
次
で
歌
わ
れ
る

「神
輿
渡
御
の

御
供
道
中
歌
」
（区
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
）

は
、
中
世
の
歌
の
詞
章
を
よ
く
伝
え
て
お
り
、

古
く
か
ら
歌
い
継
が
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
ま
す
。

お
浜
井
戸
に
行
列
が
到
着
す
る
と
、
祝
詞

の
後
で
獅
子
舞
と
「鶴
の
舞
」
（区
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
）
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
「鶴

の

舞
」
は
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
鶴
の
擬
態

芸
能
で
、
竹
の
骨
組
み
に
小
さ
く
切

っ
た
自

い
紙
を
貼
り
付
け
た
鶴
の
冠
を
か
ぶ

つ
た
演

者
二
人
が
、
雌
雄

一
対
の
鶴
に
扮
し
、
太
鼓

に
あ
わ
せ
て
紋
付
き
羽
織
を
ひ
ろ
げ
、
羽
ば

た
く
よ
う
に
舞
い
ま
す
。
全
国
的
に
も
珍
し

い
こ
の
舞
の
起
源
は
未
詳
で
す
が
、
五
穀
豊

穣
や
子
孫
繁
栄
な
ど
を
願

っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】
氷
川
神
社

０
３
（
３
９
３
３
）
０
３
９
１

ド子一ｒ
一一

‘

一

一

―

　

、

・．

橋

」轟嘉

ま
た
氷
川
神
社
に
は
、
明
治

４３
年

（
一
九

一
〇
）
に
奉
納
さ
れ
た
、
「神
輿
渡
御
行
列
図

絵
馬
」
（
区
指
定
有
形
民
俗
文
化
財

・
非
公

開
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
絵
馬
は
、
屋
根
型
の
三
角
形
で
、
縦

５６

ｃｍ
・
横

‐４３

ｃｍ
。
厚
さ
ｌ

ｃｍ
の
ケ
ヤ
キ

一

枚
板
に
着
色
さ
れ
て
い
ま
す
。
行
列
が
神
輿

を
担
い
で
石
神
井
川
沿
い
を
練
り
歩
い
て
い

る
様
子
を
彩
色
豊
か
に
描
い
て
い
ま
す
。
サ

ー
ベ
ル
を
持

っ
た
制
帽
制
服
姿
の
巡
査
が
先

導
し
、
紋
付
き
羽
織
袴
姿
の
氏
子
二
人
を
先

´
一　

　ヽ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
二

頭
に
、
御
幣

・
太
鼓

・
獅
子
頭

・
鶴
の
冠

・
鉾

・

し
ん
せ
ん

吹
き
流
し

・
傘

・
刀
・
旗
持
ち

・
神
輿

・
神
餃

ひ

つ
か

つ

（神
に
供
え
る
酒
食
Ｙ

櫃
担
ぎ
、
そ
の
後
に

一扇
子
を
口
に
あ
て
道
中
歌
を
歌
う
氏
子
な
ど

五
十
名
余
り
の
行
列
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
村
ま

つ
り
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

「神輿渡御行列図絵馬J(行列部分 )

(氷川神社所蔵 )

鶴の舞 (平成 21年 )

導

匁

襲

練
馬
区
文
化
財
保
護
推
進
員
制
度
は
、
練

馬
区
文
化
財
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
昭
和

６３

年
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

１２
名
の
方
を
委
嘱

し
て
お
り
、
任
期
は
２
年
で
す
。

【
活
動
内
容
】
①
区
内
を

１２
に
分
け
た
担
当

地
域
を
巡
回
し
、
文
化
財
の
現
状
確
認
や
文

化
財
保
護
の
普
及

・
啓
発
活
動
を
行
う
。
②

文
化
財
係
が
実
施
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財

関
係
事
業
に
協
力
し
、
文
化
財
保
護
の
重
要

性
を
区
民
に
伝
え
る
。
③
こ
れ
ら
の
活
動
の

内
容
や
結
果
を
、
年
に
３
回
開
催
さ
れ
る
推

進
員
連
絡
会
で
文
化
財
係
に
報
告
す
る
。

【
任
期
】
平
成

２４
年
４
月
１
日
～

２６
年
３
月

３‐
日

【担
当
地
域
】
西
大
泉

・
西
大
泉
町

・

大
泉
学
園
町
地
域

【募
集
人
員
】
１
名

【申
込
み
】
文
化
財
の
保
護
と
活
用
に
つ
い

て
の
考
え

（
６００
字
以
内
、
様
式
自
由
）
、
お

よ
び
①
住
所
②
氏
名
（ふ
り
が
な
）
③
年
齢
④

電
話
番
号
⑤
略
歴
⑥
文
化
財
関
連
の
活
動
実

績
を
記
入
の
う
え
、
１
月

２５
日
（必
着
）
ま
で

に
文
化
財
係
の
窓

口
ま
た
は
郵
送
で
提
出

【
提
出
先
】
文
化
財
係

（区
役
所
本
庁
舎

Ｈ
階
）

一Ｔ
ｌ

７

６
１
８

５

０

１

練
馬
区
豊
玉
北
６
１
１２
‐
１

０
３
（５
９
８
４
）
２
４
４
２
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